
一 般 質 問
（ 要 旨 ）

だ
が
、
防
草
シ
ー
ト
の
活
用
や

ア
ダ
プ
ト
団
体
と
の
連
携
強
化

を
検
討
す
る
な
ど
、
適
正
な
維

持
管
理
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

八
王
子
市
を
は
じ
め
、

近
隣
の
山
沿
い
の
地
域
で
熊
の

目
撃
が
相
次
い
で
お
り
、
市
民

は
不
安
を
抱
い
て
い

る
。
熊
や
イ
ノ
シ
シ

の
出
現
に
対
応
で
き

る
体
制
を
整
備
す
べ

き
だ
が
、
所
見
は
。

答
弁　

熊
等
の
出
没

情
報
が
入
っ
た
際
は
、
警
察
等

と
連
携
し
て
現
場
を
確
認
し
た

後
、
周
辺
地
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル

及
び
正
確
な
情
報
提
供
・
注
意

喚
起
を
行
う
。
加
え
て
実
際
の

出
没
に
対
し
て
は
都
猟
友
会
等

と
連
携
し
、
追
い
払
い
や
捕
獲

等
を
実
施
す
る
。
適
切
な
対
応

が
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
体

制
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

住
民
に
最
も
身
近
な
基

礎
自
治
体
と
し
て
、
本
市
が
独

自
の
視
点
と
裁
量
を
生
か
し
、

機
動
的
か
つ
効
果
的
な
物
価
高

対
策
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
が

強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
生
活

に
直
結
す
る
基
礎
的
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
水
道
料
金
、

指
定
ご
み
袋
代
、
Ａ

バ
ス
運
賃
に
つ
い
て
、

価
格
の
据
え
置
き
や

独
自
の
軽
減
策
を
検

討
し
て
は
。

答
弁　

水
道
料
金
減
免
は
、
物

価
高
騰
下
に
お
け
る
効
果
的
な

支
援
策
と
認
識
し
て
い
る
。
ま

た
、
指
定
ご
み
袋
代
は
導
入
時

か
ら
値
上
げ
す
る
こ
と
な
く
、

現
在
、
多
摩
地
域
で
最
も
安
い

額
と
な
っ
て
い
る
。
Ａ
バ
ス
運

賃
も
一
般
路
線
バ
ス
の
半
額
以

下
で
あ
り
、
未
就
学
児
は
無
料

と
す
る
な
ど
、
一
定
の
対
応
が

図
ら
れ
て
い
る
。
今
後
も
市
民

や
事
業
者
の
声
を
受
け
止
め
、

国
の
総
合
経
済
対
策
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
支
援
策
を
速
や
か
に

検
討
し
実
施
し
て
い
く
。

質
問　

学
校
現
場
に
お
い
て
、

従
来
型
の
家
庭
訪
問
は
負
担
感

が
強
い
業
務
と
し
て
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
他
自
治
体
で
は
オ
ン

ラ
イ
ン
面
談
の
併
用
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
が
、
家
庭
訪
問
の

簡
素
化
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う

な
手
法
が
検
討
可
能
か
。

答
弁　

従
来
型
は
子
ど
も
の
家

庭
環
境
を
直
接
把
握
で
き
る
な

ど
、
効
果
的
と
の
意
見
も
あ
る
。

今
後
の
在
り
方
は
、
昨
今
の
保

護
者
の
働
き
方
等
の
状
況
を
考

慮
し
、
学
校
と
も
協
議
す
る
中

で
、
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

社
会
の
多
様
化
・
複
雑

化
に
対
応
で
き
る
シ
テ
ィ
ズ
ン

シ
ッ
プ
教
育
の
基
盤
と
し
て
、

「
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
」
へ

の
転
換
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
指
導
方
法

に
つ
い
て
、
研
修
や

実
践
共
有
の
機
会
を

設
け
て
い
る
の
か
。

答
弁　

教
務
主
任
会

等
で
の
周
知
に
併
せ
、
各
学
校

で
も
道
徳
授
業
地
区
公
開
講
座

や
校
内
研
修
等
を
通
じ
、
指
導

方
法
の
充
実
に
つ
な
げ
て
い
る
。

質
問　

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
、
①
事
前
防
災

を
周
知
す
る
た
め
、
動
画
を
活

用
し
た
広
報
が
有
効
と
考
え
る
。

今
後
の
展
開
は
。
②
断
水
時
の

生
活
用
水
を
確
保
す
る
た
め
、

小
中
学
校
に
災
害
対
策
用
井
戸

を
整
備
す
べ
き
。
考
え
は
。

答
弁　

①
他
自
治
体
の
事
例
を

参
考
に
し
、
調
査
等
を
行
っ
て

い
く
。
②
ど
の
よ
う

な
対
応
が
可
能
か
、

総
合
的
な
検
討
を
進

め
て
い
く
。

質
問　

子
ど
も
と
学

校
と
地
域
に
つ
い
て
、

①
休
日
に
校
舎
や
体
育
館
の
開

放
を
望
む
声
が
あ
る
。
見
解
は
。

②
区
域
内
に
３
つ
の
小
学
校
区

が
存
在
す
る
自
治
会
に
つ
い
て
、

改
善
す
る
考
え
は
。

答
弁　

①
引
き
続
き
関
係
部
署

等
と
連
携
を
図
り
、
効
果
的
な

速
や
か
に
実
施
し
て
い
く
。

質
問　

予
防
医
療
に
つ
い
て
、

①
男
性
へ
の
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て
対
象
を
９
価
ま

で
拡
大
す
べ
き
。
②

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
経
鼻

ワ
ク
チ
ン
へ
の
助
成

を
新
た
に
行
っ
て
い

る
が
、
８
年
度
も
助

成
を
継
続
す
る
考
え
は
。

答
弁　

①
７
年
８
月
に
薬
事
承

認
が
下
り
た
た
め
、
都
の
動
向

を
注
視
し
検
討
し
て
い
く
。
②

他
自
治
体
と
比
較
し
て
手
厚
い

助
成
を
行
っ
て
お
り
、
適
切
に

対
応
し
て
い
く
。

質
問　

住
民
を
主
体
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
逆
行
す
る
Ｇ
Ｌ
Ｐ

昭
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、

①
事
業
者
が
公
開
し
て
い
る
電

話
番
号
に
市
民
が
問

い
合
わ
せ
を
し
て
も
、

回
答
が
放
置
さ
れ
て

い
る
。
市
も
市
民
の

声
を
届
け
る
役
割
を

担
う
考
え
は
。
②
造

成
工
事
に
対
す
る
住
民
不
安
が

あ
る
。
三
者
協
議
会
を
施
設
稼

働
前
の
現
段
階
で
早
急
に
設
置

す
べ
き
。
考
え
は
。

答
弁　

①
市
民
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
際
に
は
、
間
を

置
く
こ
と
な
く
事
業
者
に
伝
え

て
い
る
。
引
き
続
き
窓
口
等
が

有
効
に
機
能
す
る
よ
う
求
め
て

い
く
。
②
工
事
中
の
説
明
責
任

は
開
発
事
業
者
に
あ
る
た
め
、

引
き
続
き
市
民
に
寄
り
添
っ
た

対
応
の
徹
底
を
求
め
て
い
く
。

質
問　

教
育
に
つ
い
て
、
①
学

用
品
費
な
ど
の
隠
れ
教
育
費
を

無
償
化
す
べ
き
。
考
え
は
。
②

不
登
校
等
の
子
ど
も
の
た
め
、

学
校
外
の
公
共
的
な
居
場
所
の

拡
充
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
都
の
補
助
の
活
用
を
検
討

す
べ
き
。
③
中
学
校
全
学
年
で

の
35
人
学
級
の
実
現
は
都
校
長

会
等
も
強
く
要
望
し
て
お
り
、

さ
ら
に
は
30
人
学
級
実
現
に
向

け
た
教
育
条
件
の
整
備
が
必
要

で
あ
る
。
考
え
は
。
④
教
員
の

長
時
間
労
働
は
、
教
育
を
貧
し

い
方
向
へ
押
し
流
す
深
刻
な
問

題
で
あ
る
。
教
員
の
勤
務
時
間

を
し
っ
か
り
と
把
握
す
べ
き
。

答
弁　

①
最
も
効
果
的
な
支
援

策
を
総
合
的
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
引
き
続
き
国
等
の
動

向
を
注
視
し
、
そ
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。
②
都
の
地
域
に

お
け
る
多
様
な
居
場

所
確
保
事
業
の
活
用

な
ど
、
庁
内
関
係
部

署
と
連
携
を
図
り
検

討
し
て
い
く
。
③
35
人
学
級
の

確
実
な
実
施
に
向
け
た
教
室
の

確
保
に
努
め
、
教
員
配
置
に
つ

い
て
も
都
に
要
望
し
て
い
く
。

④
教
員
の
時
間
外
在
校
等
時
間

に
つ
い
て
は
、
国
の
指
針
に
基

づ
い
て
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

活
用
方
法
等
を
検
討
し
て
い
く
。

②
学
校
区
の
設
定
は
審
議
会
に

適
宜
諮
問
し
て
お
り
、
引
き
続

き
児
童
・
生
徒
に
最
も
望
ま
し

い
教
育
環
境
の
実
現
に
努
め
る
。

質
問　

安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
整
備
に
つ
い
て
、
①
市
民

後
見
人
を
増
や
す
経
年
的
な
取

り
組
み
は
。
②
重
点
支
援
地
方

交
付
金
を
活
用
し
、
お
こ
め
ク

ー
ポ
ン
券
を
配
布
す
る
考
え
は
。

答
弁　

①
社
会
福
祉
協
議
会
が

令
和
６
年
度
に
市
民
後
見
人
養

成
講
座
を
行
っ
て
お
り
、
８
年

度
も
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

②
交
付
金
の
趣
旨
を
十
分
に
踏

ま
え
、
真
に
必
要
な
支
援
策
を

質
問　

地
域
気
候
変
動
適
応
計

画
に
つ
い
て
、
気
候
変
動
へ
の

対
応
が
後
手
に
回
ら
な
い
よ
う
、

計
画
を
随
時
見
直
せ
る
仕
組
み

に
す
る
考
え
は
。

答
弁　

状
況
に
応
じ
た
計
画
と

す
る
た
め
、
令
和
９
年
度
か
ら

の
後
期
計
画
に
つ
い

て
、
中
間
見
直
し
を

予
定
し
て
い
る
。

質
問　

市
職
員
は
６

年
12
月
よ
り
通
年
で

室
温
に
合
わ
せ
た
働

き
や
す
い
服
装
で
執
務
を
行
っ

て
い
る
。
職
員
用
に
ク
ジ
ラ
や

ち
か
っ
ぱ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
取

り
入
れ
た
開
襟
シ
ャ
ツ
な
ど
を

作
成
し
、
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ

る
考
え
は
。

答
弁　

ア
キ
シ
マ
ク
ジ
ラ
や
ち

か
っ
ぱ
ー
の
認
知
度
が
深
ま
る

こ
と
や
、
来
庁
者
に
親
し
み
を

感
じ
さ
せ
る
効
果
が
期
待
で
き

る
こ
と
か
ら
、
研
究
・
検
討
を

進
め
て
い
く
。

質
問　

夏
の
異
常
な
暑
さ
に
よ

り
、
雑
草
の
繁
茂
す
る
速
さ
が

著
し
く
増
し
て
い
る
。
除
草
の

回
数
を
増
や
す
な
ど
の
対
応
を

図
っ
て
い
る
が
、
今
後
の
草
刈

り
体
制
の
拡
充
に
つ
い
て
、
考

え
は
。

答
弁　

現
時
点
で
人
員
を
増
や

す
形
で
の
体
制
の
拡
充
は
困
難

自
由
民
主
党
昭
島
市
議
団

公
明
党
昭
島
市
議
団

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
・

立
憲
民
主
党
昭
島
市
議
団

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

無

会

派

採

決

の

結
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昭島市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ × ○ × ○ × × 可　決
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文
子  

議
員

Ｇ
Ｌ
Ｐ
開
発
計
画
の
住
民
不
安

放
置
す
る
事
業
者
に
対
応
を


